
 

 

 

  

国勢調査からみる坂井市～人口等基本集計編～

 令和 7年 10月 1日を調査期日とし、令和 7年国勢調査が実施されました。日本に住むす

べての人が対象となるこの調査は、国内の人口・世帯の実態を明らかにすることを目的とし

ており、国の最も重要な統計調査です。今回は国勢調査～人口等基本集計～からみる坂井市

をご紹介します。 

◇国勢調査の概要について 

調査の目的 

行政を進める上で最も基本となる人口・世帯数をはじめ、男女・年齢別、産業別などの人口の構

造や世帯の構成・居住状況を明らかにするために行われるものです。 

調査の方法 

国勢調査は、10 月 1 日（水）を調査期日として行われ、調査員が各世帯に調査票を配布します。 

回答方法は、「インターネット回答」「郵送提出」「調査員への提出」の３つの方法があります。 

調査の対象 

日本に住んでいるすべての人・世帯が対象となります。外国人の方も調査の対象となります。 

調査の根拠法令 

「統計法」で、5年ごとに行うことが定められています。調査の具体的な方法などは、「国勢調査

令」と「国勢調査施行規則」に定められています。また、国の最も基本的な統計調査として、統計

法の規定により「基幹統計調査」として定められています。 

結果の集計 

世帯から提出された調査票は、市区町村、都道府県を経て総務省統計局に集められ、（独）統計セ

ンターにおいて集計します。 

Vol. 

39 
 

作成日： 令和８年 11月 6日 

作成元： 坂井市役所情報統計課 

ＴＥＬ： 0776-50-3027 

ＦＡＸ： 0776-66-2935 

ＭＡＩＬ： johotokei@city.fukui-sakai.lg.jp 

 



◇坂井市の人口 

 

令和 7年 10月 1日現在における、坂井市の総人口は

84,713人で前回調査（令和 2年）から 3,768人(4.26％)

減少しました。 

旧 4 町別では、旧三国町が 6.79％減、旧坂井町が

6.12％減と、減少率が比較的大きくなっています。 

また、調査年ごとの坂井市人口の推移をみると、平

成 17年の 92,318人をピークに減少傾向が続いており、

今回調査では 5回連続の人口減少となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年国勢調査結果より

各年10月1日現在

令和2年（人） 令和7年（人） 増減数（人） 増減率（％）

坂井市 88,481 84,713 △ 3,768 △ 4.26

　三国町 20,176 18,806 △ 1,370 △ 6.79

　丸岡町 30,728 29,495 △ 1,233 △ 4.01

　春江町 25,152 24,747 △ 405 △ 1.61

　坂井町 12,425 11,665 △ 760 △ 6.12

福井県 766,863 728,588 △ 38,275 △ 4.99

坂井 市 人口 （ 国勢 調査 ）  

坂井市人口（国勢調査）

各年10月1日現在 単位：人

調 査 年 総 数 男 女

大正 9年 59,020 27,726 31,294

大正14年 58,103 27,784 30,319

昭和 5年 60,270 29,099 31,171

昭和10年 63,562 30,499 33,063

昭和15年 61,660 29,420 32,240

昭和22年 75,071 35,444 39,627

昭和25年 74,050 35,822 38,228

昭和30年 72,218 34,381 37,837

昭和35年 70,783 33,413 37,370

昭和40年 70,027 33,101 36,926

昭和45年 68,797 32,642 36,155

昭和50年 72,174 34,546 37,628

昭和55年 75,983 36,525 39,458

昭和60年 80,707 38,775 41,932

平成 2年 83,372 40,152 43,220

平成 7年 86,870 41,942 44,928

平成12年 91,173 43,972 47,201

平成17年 92,318 44,349 47,969

平成22年 91,900 44,235 47,665

平成27年 90,280 43,526 46,754

令和 2年 88,481 42,719 45,762

令和 7年 84,713 40,984 43,729



◇坂井市の年齢階級別人口と構成比 

 令和 7年 10月 1日現在における、坂井市

の 65 歳以上の人口は 25,485 人で、総人口

に占める割合（高齢化率）は 30.3％となり、

3割を超えました。昭和 55年以降、高齢化

率は一貫して上昇しており、高齢化が進行

しています。 

 一方、15～64歳の生産年齢人口は 48,480

人で、総人口に占める割合は 57.6％となり

ました。また、15 歳未満人口は 10,188 人

で、割合は 12.1％となり、前回調査の 13.2％

から 1.1ポイント低下しました。 

年齢 3区分別人口割合の推移をみると、昭和 55年には 15歳未満人口の割合（22.9％）が

65歳以上人口の割合（12.0％）を上回っていましたが、令和 7年にはその割合が逆転し、65

歳以上人口は 30.3％、15歳未満人口は 12.1％となりました。少子高齢化の進行により、坂

井市の人口構成は大きく変化しています。 

 
※年齢「不詳」を除く 

坂井市年齢階級別人口と構成比

各年10月1日現在

年齢階級 令和２年 令和７年

65歳以上
25,434人

（29.0％）

25,485人

（30.3％）

15～64歳
50,701人

（57.8％）

48,480人

（57.6％）

15歳未満
11,535人

（13.2％）

10,188人

（12.1％）

※年齢「不詳」を除く



◇坂井市の人口ピラミッド 

人口ピラミッドを見ると、50～54歳が最も多

く、70～79歳も比較的多くなっています。坂井

市は中高年層に厚みのある人口構成となって

います。 

一方で、20～24歳の人口は周辺の年齢層と比

較して少なく、人口ピラミッドの下部が細い形

状となっています。また、高齢になるほど女性

人口が男性人口を上回る傾向がみられ、特に 80

歳以上ではその傾向が顕著となっています。 

 このように、坂井市の人口ピラミッドはつぼ

型に近い形状が特徴となっています。 

◇坂井市の世帯数・世帯規模 

令和 7年 10月 1日現在における、坂

井市の総世帯数は 31,676世帯となり、

前回調査と比べて 609世帯（1.96％）増

加しました。また、一般世帯数も 593世

帯（1.91％）増加しています。 

一方で、一般世帯の 1世帯当たり人員

は 2.63人となり、前回調査の 2.80人か

ら減少しました。総人口は減少したもの

の世帯数は増加しており、世帯の小規模

化が進んでいることがうかがえます。また、一般世帯の 1世帯当たり人員は平成 17年の 3.26

人から令和 7年には 2.63人となり、長期的にも減少傾向が続いています。 

（人） 

坂井市の世帯数・世帯規模

令和２年 令和７年 増減数 増減率

総世帯数 31,067 世帯 31,676 世帯 609 世帯 1.96%

一般世帯数 ※1 31,008 世帯 31,601 世帯 593 世帯 1.91%

一般世帯の

1世帯当たり人員
2.80人 2.63人 △ 0.17 人 6.07%

※1 一般世帯　…　学生寮、病院、社会施設等を除く世帯



◇坂井市の未婚者の割合（未婚率） 

 令和 7年 10月 1日現在における、15歳以上人口

に占める未婚者の割合（未婚率）は 24.6％となって

います。年齢階級別にみると、25～29歳では 68.1％、

30～34歳では 42.8％、35～39歳では 29.9％となっ

ており、いずれも平成 17 年以降上昇傾向が続いて

います。特に 30歳代の上昇幅が大きく、30～34歳

の未婚率は 28.6％から 42.8％へ、35～39 歳では

15.4％から 29.9％へ上昇しました。 

 

◇坂井市の外国人人口 

 令和 7年 10月 1日における、外国人人口は 1,703人であり、前回調査より 294人（20.8％）

増加しました。また、国籍「ベトナム」の者が最も多くなっています。総人口が減少する中

で、外国人人口は増加しており、地域社会を支える担い手としての存在感が高まっています。 

 
 

 

★今回の数字の答え★ 坂井市の総人口（令和７年国勢調査） 

表・グラフのデータ出典：「国勢調査結果」（総務省） 
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